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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成20年11月13日に提出いたしました第100期第２四半期（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）の四半期報告書の

記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものです。

　なお、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所についてはXBRLの修正も行いましたので、併せて修正後のXBRL形式の

データ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態及び経営成績の分析

第５　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書

(3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

注記事項

（セグメント情報）

（１株当たり情報）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は　　　を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

回次
第100期

第２四半期連結
累計期間

第100期
第２四半期連結
会計期間

第99期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（百万円） 74,556 36,941 150,404

経常利益（百万円） 1,142 160 3,995

四半期（当期）純利益（百万円） 327 68 1,297

純資産額（百万円） － 60,937 60,902

総資産額（百万円） － 109,502 109,007

１株当たり純資産額（円） － 905.05 912.29

１株当たり四半期（当期）純利益
金額（円）

4.90 1.02 19.50

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円）

－ － 19.50

自己資本比率（％） － 55.6 55.7

営業活動による
キャッシュ・フロー（百万円）

4,330 － 4,267

投資活動による
キャッシュ・フロー（百万円）

△4,218 － △7,373

財務活動による
キャッシュ・フロー（百万円）

914 － 1,504

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（百万円）

－ 13,254 12,228

従業員数（人） － 1,701 1,690

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含んでおりません。
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（訂正後）

回次
第100期

第２四半期連結
累計期間

第100期
第２四半期連結
会計期間

第99期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（百万円） 74,556 36,941 150,403

経常利益（百万円） 1,127 149 3,912

四半期（当期）純利益（百万円） 318 61 1,248

純資産額（百万円） － 60,861 60,835

総資産額（百万円） － 109,477 109,001

１株当たり純資産額（円） － 903.92 911.28

１株当たり四半期（当期）純利益
金額（円）

4.77 0.92 18.76

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円）

－ － 18.76

自己資本比率（％） － 55.5 55.6

営業活動による
キャッシュ・フロー（百万円）

4,327 － 4,265

投資活動による
キャッシュ・フロー（百万円）

△4,214 － △7,371

財務活動による
キャッシュ・フロー（百万円）

914 － 1,504

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（百万円）

－ 13,254 12,228

従業員数（人） － 1,701 1,690

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含んでおりません。
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第２【事業の状況】

３【財政状態及び経営成績の分析】

（訂正前）

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したもので

あります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、石油製品をはじめとする原材料価格の高騰や、世界的な金融不安の拡

大により、国内経済を牽引してきた製造業に大きな影響を及ぼし、国民の消費意欲の冷え込みと相まって、景気の先行き不

透明感は高まるばかりです。

　当社グループの主力事業であるエネルギー事業をとりまく環境は、省エネルギー意識の強まりや産業エネルギーの燃料

転換等を主因に、燃料油全体の需要が減少傾向に転ずる中、平成20年７月には原油価格が史上最高値を更新する１バーレ

ルあたり147ドル強まで一時上昇いたしました。同様に当社の中心商品であるＬＰガスのＣＰ（Contract Price＝輸入通

告価格）も、同７月に史上最高値の１トンあたり905ドルまで上昇し、今年４月から９月までの平均値も850ドルを超える

高い水準のまま推移したことから、マージン低下への対応を最優先せざるをえない厳しい状況が続いております。

　このような状況下、当社グループでは昨年来より継続的に適正マージン確保による足元の収益安定に努めておりますが、

一方では営業拠点別の施策を明確化して重点投資エリアを定めることで、主力製品のＬＰガス事業における効率化を推進

してまいりました。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は石油製品・ＬＰガスの販売価格上昇により369億41百万円、営業利益

は販売価格の見直し等により１億46百万円、経常利益は借入金の増加に加え、金利上昇による支払利息の増加により１億

60百万円、四半期純利益は投資有価証券評価損を固定資産売却益等が補う形となり68百万円となりました。

　事業の種類別セグメントの状況は、以下のとおりです。

（エネルギー事業）

　夏場の不需要期であつたものの石油製品・ＬＰガスの販売価格の上昇により売上高は361億６百万円、営業利益は不需要

期に加え石油製品・ＬＰガスの仕入価格上昇と営業費用の増加により１億28百万円の営業損失となりました。

（賃貸事業）

　未入居物件の入居促進等に努め売上高は２億96百万円、営業利益は１億円となりました。

（風力発電事業）

　夏場の風力は例年弱く売上高は１億81百万円、営業利益は設備維持費用の増加等により１億円の営業損失となりました。

（その他事業）

　アクア関連が夏場の需要期ということで順調に推移し売上高は３億55百万円、営業利益は３億73百万円となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により得られた資金は、売上債権の減少等により16億96百万円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動で使用した資金は、有形固定資産の取得等により、15億95百万円となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により得られた資金は、長期借入金が増加したため、４億60百万円となりました。

　以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は、第１四半期連結会計期間末と比較して５億61百万円増加し132億54

百万円となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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（訂正後）

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したもので

あります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、石油製品をはじめとする原材料価格の高騰や、世界的な金融不安の拡

大により、国内経済を牽引してきた製造業に大きな影響を及ぼし、国民の消費意欲の冷え込みと相まって、景気の先行き不

透明感は高まるばかりです。

　当社グループの主力事業であるエネルギー事業をとりまく環境は、省エネルギー意識の強まりや産業エネルギーの燃料

転換等を主因に、燃料油全体の需要が減少傾向に転ずる中、平成20年７月には原油価格が史上最高値を更新する１バーレ

ルあたり147ドル強まで一時上昇いたしました。同様に当社の中心商品であるＬＰガスのＣＰ（Contract Price＝輸入通

告価格）も、同７月に史上最高値の１トンあたり905ドルまで上昇し、今年４月から９月までの平均値も850ドルを超える

高い水準のまま推移したことから、マージン低下への対応を最優先せざるをえない厳しい状況が続いております。

　このような状況下、当社グループでは昨年来より継続的に適正マージン確保による足元の収益安定に努めておりますが、

一方では営業拠点別の施策を明確化して重点投資エリアを定めることで、主力製品のＬＰガス事業における効率化を推進

してまいりました。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は石油製品・ＬＰガスの販売価格上昇により369億41百万円、営業利益

は販売価格の見直し等により１億34百万円、経常利益は借入金の増加に加え、金利上昇による支払利息の増加により１億

49百万円、四半期純利益は投資有価証券評価損を固定資産売却益等が補う形となり61百万円となりました。

　事業の種類別セグメントの状況は、以下のとおりです。

（エネルギー事業）

　夏場の不需要期であつたものの石油製品・ＬＰガスの販売価格の上昇により売上高は361億６百万円、営業利益は不需要

期に加え石油製品・ＬＰガスの仕入価格上昇と営業費用の増加により１億40百万円の営業損失となりました。

（賃貸事業）

　未入居物件の入居促進等に努め売上高は２億96百万円、営業利益は１億円となりました。

（風力発電事業）

　夏場の風力は例年弱く売上高は１億81百万円、営業利益は設備維持費用の増加等により１億円の営業損失となりました。

（その他事業）

　アクア関連が夏場の需要期ということで順調に推移し売上高は３億55百万円、営業利益は３億73百万円となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により得られた資金は、売上債権の減少等により16億92百万円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動で使用した資金は、有形固定資産の取得等により、15億91百万円となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により得られた資金は、長期借入金が増加したため、４億60百万円となりました。

　以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は、第１四半期連結会計期間末と比較して５億61百万円増加し132億54

百万円となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第５【経理の状況】

１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（訂正前）

  （単位：百万円）

 
当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 29,774 28,235

受取手形及び売掛金 11,918 14,284

有価証券 － 300

商品及び製品 3,839 3,854

原材料及び貯蔵品 156 88

繰延税金資産 384 472

その他 1,201 2,153

貸倒引当金 △96 △153

流動資産合計 47,178 49,236

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※１　8,745 ※１　8,986

機械装置及び運搬具（純額） ※１　11,207 ※１　12,168

土地 13,137 13,103

建設仮勘定 4,178 1,896

その他（純額） ※１　1,878 ※１　1,194

有形固定資産合計 39,147 37,350

無形固定資産   

のれん 4,472 3,118

その他 874 915

無形固定資産合計 5,347 4,033

投資その他の資産   

投資有価証券 8,122 8,136

繰延税金資産 543 572

その他 9,135 9,581

貸倒引当金 △251 △221

投資その他の資産合計 17,550 18,069

固定資産合計 62,045 59,453

繰延資産 278 317

資産合計 109,502 109,007
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  （単位：百万円）

 
当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,577 10,353

１年内償還予定の社債 350 －

短期借入金 7,460 7,569

未払法人税等 956 671

引当金 836 901

その他 3,422 3,845

流動負債合計 22,603 23,342

固定負債   

社債 3,000 3,350

長期借入金 14,113 12,499

繰延税金負債 2,038 2,059

退職給付引当金 1,769 1,593

その他の引当金 929 963

負ののれん 24 11

その他 4,084 4,285

固定負債合計 25,961 24,762

負債合計 48,564 48,105

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,077 7,077

資本剰余金 5,843 5,822

利益剰余金 47,127 47,664

自己株式 △571 △983

株主資本合計 59,477 59,581

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,546 1,421

繰延ヘッジ損益 △190 △284

評価・換算差額等合計 1,356 1,137

少数株主持分 103 183

純資産合計 60,937 60,902

負債純資産合計 109,502 109,007
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（訂正後）

  （単位：百万円）

 
当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 29,774 28,235

受取手形及び売掛金 11,918 14,284

有価証券 － 300

商品及び製品 3,839 3,854

原材料及び貯蔵品 156 88

繰延税金資産 384 472

その他 1,182 2,149

貸倒引当金 △96 △153

流動資産合計 47,159 49,232

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※１　8,745 ※１　8,986

機械装置及び運搬具（純額） ※１　11,207 ※１　12,168

土地 13,137 13,103

建設仮勘定 4,172 1,893

その他（純額） ※１　1,878 ※１　1,194

有形固定資産合計 39,142 37,348

無形固定資産   

のれん 4,472 3,118

その他 874 915

無形固定資産合計 5,347 4,033

投資その他の資産   

投資有価証券 8,122 8,136

繰延税金資産 543 572

その他 9,135 9,581

貸倒引当金 △251 △221

投資その他の資産合計 17,550 18,069

固定資産合計 62,039 59,451

繰延資産 278 317

資産合計 109,477 109,001
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  （単位：百万円）

 
当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,577 10,353

１年内償還予定の社債 350 －

短期借入金 7,460 7,569

未払法人税等 903 625

引当金 836 901

その他 3,427 3,853

流動負債合計 22,555 23,304

固定負債   

社債 3,000 3,350

長期借入金 14,113 12,499

繰延税金負債 2,038 2,059

退職給付引当金 1,769 1,593

その他の引当金 929 963

負ののれん 24 11

その他 4,183 4,383

固定負債合計 26,059 24,861

負債合計 48,615 48,166

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,077 7,077

資本剰余金 5,843 5,822

利益剰余金 47,051 47,597

自己株式 △571 △983

株主資本合計 59,402 59,514

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,546 1,421

繰延ヘッジ損益 △190 △284

評価・換算差額等合計 1,356 1,137

少数株主持分 103 183

純資産合計 60,861 60,835

負債純資産合計 109,477 109,001
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（２）【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（訂正前）

 （単位：百万円）  

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

 

売上高 74,556  

売上原価 61,996  

売上総利益 12,559  

販売費及び一般管理費 ※　11,496  

営業利益 1,063  

営業外収益   

受取利息 120  

受取配当金 111  

その他 231  

営業外収益合計 463  

営業外費用   

支払利息 250  

その他 134  

営業外費用合計 384  

経常利益 1,142  

特別利益   

固定資産売却益 413  

その他 74  

特別利益合計 487  

特別損失   

投資有価証券評価損 293  

その他 161  

特別損失合計 455  

税金等調整前四半期純利益 1,175  

法人税、住民税及び事業税 920  

法人税等調整額 △9  

法人税等合計 911  

少数株主損失（△） △62  

四半期純利益 327  
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（訂正後）

 （単位：百万円）  

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

 

売上高 74,556  

売上原価 62,007  

売上総利益 12,548  

販売費及び一般管理費 ※　11,500  

営業利益 1,048  

営業外収益   

受取利息 120  

受取配当金 111  

その他 231  

営業外収益合計 463  

営業外費用   

支払利息 250  

その他 134  

営業外費用合計 384  

経常利益 1,127  

特別利益   

固定資産売却益 413  

その他 74  

特別利益合計 487  

特別損失   

投資有価証券評価損 293  

その他 161  

特別損失合計 455  

税金等調整前四半期純利益 1,160  

法人税、住民税及び事業税 913  

法人税等調整額 △9  

法人税等合計 904  

少数株主損失（△） △62  

四半期純利益 318  
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【第２四半期連結会計期間】

（訂正前）

 （単位：百万円）  

 
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

 

売上高 36,941  

売上原価 31,007  

売上総利益 5,933  

販売費及び一般管理費 ※　5,787  

営業利益 146  

営業外収益   

受取利息 69  

受取配当金 14  

その他 140  

営業外収益合計 224  

営業外費用   

支払利息 127  

その他 81  

営業外費用合計 209  

経常利益 160  

特別利益   

固定資産売却益 413  

その他 58  

特別利益合計 472  

特別損失   

投資有価証券評価損 293  

その他 126  

特別損失合計 420  

税金等調整前四半期純利益 212  

法人税、住民税及び事業税 414  

法人税等調整額 △130  

法人税等合計 284  

少数株主損失（△） △139  

四半期純利益 68  
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（訂正後）

 （単位：百万円）  

 
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

 

売上高 36,941  

売上原価 31,018  

売上総利益 5,922  

販売費及び一般管理費 ※　5,787  

営業利益 134  

営業外収益   

受取利息 69  

受取配当金 14  

その他 140  

営業外収益合計 224  

営業外費用   

支払利息 127  

その他 81  

営業外費用合計 209  

経常利益 149  

特別利益   

固定資産売却益 413  

その他 58  

特別利益合計 472  

特別損失   

投資有価証券評価損 293  

その他 126  

特別損失合計 420  

税金等調整前四半期純利益 201  

法人税、住民税及び事業税 409  

法人税等調整額 △130  

法人税等合計 279  

少数株主損失（△） △139  

四半期純利益 61  
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（訂正前）

 （単位：百万円）  

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,175  

減価償却費 2,035  

減損損失 56  

のれん償却額 84  

受取利息及び受取配当金 △232  

支払利息 250  

投資有価証券評価損益（△は益） 293  

固定資産売却損益（△は益） △413  

売上債権の増減額（△は増加） 2,366  

たな卸資産の増減額（△は増加） △52  

仕入債務の増減額（△は減少） △775  

その他 179  

小計 4,968  

利息及び配当金の受取額 270  

利息の支払額 △243  

法人税等の支払額 △664  

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,330  

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,704  

有形固定資産の売却による収入 673  

無形固定資産の取得による支出 △810  

無形固定資産の売却による収入 421  

子会社株式の取得による支出 △840  

その他 42  

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,218  

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △376  

長期借入れによる収入 2,572  

長期借入金の返済による支出 △691  

配当金の支払額 △866  

その他 275  

財務活動によるキャッシュ・フロー 914  

現金及び現金同等物に係る換算差額 －  

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,026  

現金及び現金同等物の期首残高 12,228  

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※　13,254  
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（訂正後）

 （単位：百万円）  

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,160  

減価償却費 2,035  

減損損失 56  

のれん償却額 84  

受取利息及び受取配当金 △232  

支払利息 250  

投資有価証券評価損益（△は益） 293  

固定資産売却損益（△は益） △413  

売上債権の増減額（△は増加） 2,366  

たな卸資産の増減額（△は増加） △52  

仕入債務の増減額（△は減少） △775  

その他 191  

小計 4,964  

利息及び配当金の受取額 270  

利息の支払額 △243  

法人税等の支払額 △664  

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,327  

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,701  

有形固定資産の売却による収入 673  

無形固定資産の取得による支出 △810  

無形固定資産の売却による収入 421  

子会社株式の取得による支出 △840  

その他 42  

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,214  

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △376  

長期借入れによる収入 2,572  

長期借入金の返済による支出 △691  

配当金の支払額 △866  

その他 275  

財務活動によるキャッシュ・フロー 914  

現金及び現金同等物に係る換算差額 －  

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,026  

現金及び現金同等物の期首残高 12,228  

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※　13,254  
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【注記事項】

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

（訂正前）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 
エネルギー
事業
（百万円）

賃貸事業
（百万円）

風力発電事
業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売
上高

36,106 296 181 355 36,941 － 36,941

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

61 3 － 422 487 (487) －

計 36,168 300 181 778 37,428 (487)36,941

営業利益又は営業損失
（△）

△128 100 △100 373 245 (98) 146

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 
エネルギー
事業
（百万円）

賃貸事業
（百万円）

風力発電事
業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売
上高

72,919 592 430 613 74,556 － 74,556

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

131 7 － 831 970 (970) －

計 73,051 600 430 1,444 75,526 (970)74,556

営業利益又は営業損失
（△）

864 210 △102 313 1,285 (222) 1,063

　（注）１．(1）事業区分の方法

　当社グループの事業区分の方法は、消費者の用途区分、流通経路等の共通性並びに社内における経営管理区分に

基づき、下記(2）による事業区分としております。

(2）各事業区分の主要商品並びに営業品目

事業区分 主要商品並びに営業品目

エネルギー事業
ガソリン、軽油、白灯油、ＬＰガス、煉炭、豆炭等及び燃焼用・厨房用等の住宅
設備機器

賃貸事業 オフィスビル、マンション等不動産の賃貸

風力発電事業 電力会社への売電

その他事業
リース業及び飲料水の製造販売（ボーリング場等スポーツ施設は平成19年１
月14日を以って営業を終了し閉鎖いたしましたが、都市型アミューズメント
施設として再開発中です）

２．会計処理の方法の変更

（たな卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．に記載のとおり、第１四半期連結会計期

間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用しております。この

変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益は、エネルギー事業で86百万円

増加しております。

EDINET提出書類

株式会社ミツウロコ(E01074)

訂正四半期報告書

17/20



（訂正後）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 
エネルギー
事業
（百万円）

賃貸事業
（百万円）

風力発電事
業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売
上高

36,106 296 181 355 36,941 － 36,941

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

61 3 － 422 487 (487) －

計 36,168 300 181 778 37,428 (487)36,941

営業利益又は営業損失
（△）

△140 100 △100 373 233 (98) 134

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 
エネルギー
事業
（百万円）

賃貸事業
（百万円）

風力発電事
業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売
上高

72,919 592 430 613 74,556 － 74,556

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

131 7 － 831 970 (970) －

計 73,051 600 430 1,444 75,526 (970)74,556

営業利益又は営業損失
（△）

848 210 △102 313 1,270 (222) 1,048

　（注）１．(1）事業区分の方法

　当社グループの事業区分の方法は、消費者の用途区分、流通経路等の共通性並びに社内における経営管理区分に

基づき、下記(2）による事業区分としております。

(2）各事業区分の主要商品並びに営業品目

事業区分 主要商品並びに営業品目

エネルギー事業
ガソリン、軽油、白灯油、ＬＰガス、煉炭、豆炭等及び燃焼用・厨房用等の住宅
設備機器

賃貸事業 オフィスビル、マンション等不動産の賃貸

風力発電事業 電力会社への売電

その他事業
リース業及び飲料水の製造販売（ボーリング場等スポーツ施設は平成19年１
月14日を以って営業を終了し閉鎖いたしましたが、都市型アミューズメント
施設として再開発中です）

２．会計処理の方法の変更

（たな卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．に記載のとおり、第１四半期連結会計期

間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用しております。この

変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益は、エネルギー事業で86百万円

増加しております。
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（１株当たり情報）

（訂正前）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

 

１株当たり純資産額 905.05円
　

 

１株当たり純資産額 912.29円
　

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

 

１株当たり四半期純利益金額 4.90円
　

 

１株当たり四半期純利益金額 1.02円
　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（百万円） 327 68

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 327 68

期中平均株式数（千株） 66,776 66,994

 

（訂正後）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

 

１株当たり純資産額 903.92円
　

 

１株当たり純資産額 911.28円
　

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

 

１株当たり四半期純利益金額 4.77円
　

 

１株当たり四半期純利益金額 0.92円
　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（百万円） 318 61

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 318 61

期中平均株式数（千株） 66,776 66,994
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年11月11日

株式会社ミツウロコ

取締役会　御中

 

あずさ監査法人

 

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 和田　正夫　　印

 

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 髙尾　英明　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミツウロコ

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る訂正報告書の四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につ

いて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミツウロコ及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基

づき、四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務諸表について四半期レビューを行った。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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